
SDGsの活動をお手伝いをさせていただきます！

名刺から！
●SDGs活動は企業の
　社会貢献として注目されています！
●何から始めたら良いか
　思いつかない・・・
●手軽に今すぐ始めたい！

コミュニケーションが
とりやすくなりました！
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大和写真工
業（株）が毎

月お客様へ

印刷・複写・
デジタルの

お役立ち情
報をお届け

します。
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未来への想いは、持続可能

代表取締役 鶴井宏尚

いよいよ5月から当社新年度がスタート。よし、やるぞ！
と言いつつ今は緊急事態宣言の真っただ中。思えば昨年も1回目の緊急事態
宣言中でした。まさか2年連続とは…（トホホ…）。
さて気を取り直して、当社はこの5月から「SDGs」に全社を挙げて本格的に
取り組みます。ISO14001（環境）で培ったノウハウを活かし、ものづくりの
会社らしく「つくる責任、つかう責任」をしっかり意識しながら取り組んで
参ります。
まだまだコロナ禍の終息は見えませんが、ワクチン接種、オリンピック、2025
年大阪万博など明るい未来を見据えながら、決してあきらめず、一歩ずつ
前進していく所存です。本年度もどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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竹紙100ナチュラル/ホワイト 葦 紙
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エコ間伐紙N ラフバガス

ヨシ

僕達も使い始めました！
思った以上に
反響あります！

まずは



温室
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ガス
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・
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球
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暖
化

４月17日に行われた日米首脳会談。菅総理大臣とバイデン大統領は、気候
変動をめぐり、「脱炭素」を主導する「日米気候パートナーシップ」の
立ち上げで一致。続いて後日のバイデン大統が主催する気候変動サミット
では、菅総理大臣は、2030年に向けた温室効果ガスの削減目標につ
いて語られました。
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青葉輝く５月。
この美しい緑がいつまでも続きますよう
今回は、少し真面目に
地球温暖化について考えてみました。

当社でも、目指す目標、課題、
エコ提案も含め、スタッフ一人ひとりが
まずできることから励んでいます。

温室効果ガスってなに？ 個人でできる「脱炭素」活動

SDGs活動にも貢献します

「脱炭素」って？

そもそも その一例

　大気を構成する気体のうち、太陽からのエネルギーを
受けて赤外線を再放出する気体の事。地球を暖かく保ち、
生き物が住みやすい環境を作っています。
　しかし大量に放出されると、必要以上に気温が上昇し、自然界
のバランスを崩します。これが、地球温
暖化です。
　その種類にはCO₂の他、温暖化へ
の影響が大きいとされるメタン、一酸
化炭素、フロン、ハイドロフルオロカー
ボン、パーフルオロカーボン、六フッ化
硫黄などがあり、フロンを除いた6種
類が京都議定書で削減の対象となっ
ています。

　ＣＯ₂の排出量を抑制し、排出された
ＣＯ₂を回収することで、全体としてゼロ
を目指す事です。
　地球温暖化の原因となる温室効果ガスの
排出をなくすために、石油や石炭などの化石
燃料から太陽光やバイオマスなどの再生可能エ
ネルギーへの転換や、植林・森林保護により、他の
場所で排出されたCO₂を吸収したり（カーボン・オフ
セット）、排出されたCO₂を素材や燃料として再利用
する（カーボン・リサイクル）などの活動があります。
　またそれらの活動でCO₂濃度上昇を抑制していく「カー
ボンニュートラル」という概念が、地球温暖化対策の軸とし
て扱われるようになってきました。

再生可能エネルギーへの転換

マイバック
使用

マイスプーン
マイボトルで
ゴミ削減

電車やバス
自転車の利用

部屋の
照明をLEDに

シャワーの
時間は短めに

マイカーは
エコカーを検討

植林・森林保護


